


　
平
家
討
伐
の
立
役
者
で
あ
り
な
が
ら
、
兄
・
頼
朝
と
不

仲
と
な
っ
た
源
義
経
は
、
腹
心
の
武
蔵
坊
弁
慶
ら
を
伴
い

都
を
脱
し
ま
す
。大
物
の
浦
ま
で
逃
れ
た
と
こ
ろ
で
、
義
経

は
同
伴
の
恋
人
・
静
御
前
に
都
へ
帰
る
よ
う
告
げ
、
静
は

悲
し
み
の
中
で
別
れ
の
舞
を
舞
い
ま
す
。

　
先
を
急
ぎ
、
船
頭
の
用
意
し
た
舟
で
海
へ
漕
ぎ
だ
す

義
経
一
行
。と
こ
ろ
が
風
が
変
わ
り
、
海
が
荒
れ
、
波
間

に
何
や
ら
人
影
が
浮
か
び
ま
す
。そ
れ
は
壇
ノ
浦
で
滅
ん

だ
平
家
一
門
の
怨
霊
。長
刀
で
襲
い
掛
か
っ
て
く
る
平
知

盛
の
霊
に
、
義
経
は
太
刀
を
抜
い
て
応
戦
し
ま
す
。弁
慶
は

経
文
を
唱
え
、
怨
霊
を
祈
り
退
け
、
や
が
て
、
知
盛
の
姿
も

潮
に
引
か
れ
て
去
り
、あ
と
に
は
白
波
が
残
る
だ
け
で
し
た
。

　
前
シ
テ
の
静
御
前
と
後
シ
テ
の
平
知
盛
。一
人
の
シ
テ

が
前
後
で
違
う
役
を
演
じ
る
珍
し
い
曲
で
す
。美
し
い

舞
姿
と
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
妄
執
の
念
。そ
の
対
比
も

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
主
人
か
ら
水
汲
み
を
命
じ
ら
れ
た
太
郎
冠
者
。山
の

中
の
清
水
ま
で
行
く
の
が
面
倒
く
さ
く
て
﹁
鬼
が
出
た
﹂

と
嘘
を
つ
き
、
手
桶
を
捨
て
て
途
中
で
引
き
返
し
て
帰

っ
て
き
ま
す
。主
人
は
手
桶
を
惜
し
が
り
、
自
ら
探
し
に

出
か
け
ま
す
が
、
太
郎
冠
者
は
先
回
り
を
し
、
鬼
の
面
を

か
ぶ
っ
て
主
人
を
脅
し
ま
す
。あ
わ
て
て
逃
げ
て
帰
っ

た
主
人
で
す
が
、
不
審
に
思
い
、
も
う
一
度
、
山
の
中
へ

と
出
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
ど
う
な
り
ま
す
か
…
結
末
は
舞
台
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

お申し込み　お問い合わせ

0798 - 55 - 7362

【ご来場のお客様へお願い】
・事情により、演目・上演形式・出演者等の変更が生じる
場合がございます。
・公演中の撮影、録音等は固くお断り申し上げます。
・公演中は時計等のアラームや、携帯電話、スマートフォン
の電源をお切りください。
 「能サポ」ご利用のお客様は、必ずマナーモードの設定を
お願いたします。

夙川能舞台 瓦照苑内（平日10～17時）

於
、
周
南
市
文
化
会
館

周南市文化会館 （山口県周南市徳山 5854-41）
http://s-bunka.jp/bunka/

JR 徳山駅より徒歩約 25分（1.8km）
徳山駅みゆき口のバスターミナルより
・4番のりば　動物園北口経由北山行き「動物園文化会館入口」下車
・6番のりば　徳高・バイパス経由　「動物園文化会館入口」下車
・8番のりば　ちょい乗り100円バス「動物園文化会館入口」下車
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十
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土
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後
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時
半
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演

日
本
全
国
　
能
楽
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
「
周
南
新
春
能
」

　昭和 22 年神戸市生まれ。上智大学
大学院博士課程終了。 専攻は日本民俗
学をベースにした上代文学、芸能誌など
の研究。 霊魂信仰研究や怨霊研究など
を通じて日本人とは何かを問い続けて
いる。 兵庫大学などを経て、現在は古代
民俗研究所代表。 著書に『日本の怨霊』
（平凡社）、『悲のフォークロア海のマリコ
へ』（東方出版）、『日本人の謎20』（PHP
研究所）、『本朝三十六河川　川に流れ
る文学』（世界思想社）他。

大森 亮尚 （おおもり あきひさ）
プロフィール

当日は字幕解説「能サポ」を
ご利用頂けます。
●お手持ちのスマートフォン、タブレットに舞台
上演に合わせた字幕解説が自動的に表示
されます。 （日本語・能のみ）
●事前にQRコードから「Gマーク」アプリ（無料）
をダウンロードして下さい。

●当日ロビーでのご案内も致して
　おります。

http://www.g-marucapp.com/

周南市文化会館
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